肉腫様肝細胞癌は通常型肝細胞癌と異なる：臨床病理学、トランスクリプトームおよび免疫学的解析による検討 by Morisue, Ryo
 
氏     名 森末 遼
授与した学位  博  士




博 甲第 6480 号
2021 年 9 月 24 日
医歯薬学総合研究科 病態制御科学専攻 
（学位規則第 4 条第 1 項該当）  
学位論文題目  
論文審査委員  教授 冨樫庸介  教授 柳井広之  准教授 高木章乃夫
学位論文内容の要旨 
肉腫様肝細胞癌（SHCC）は、肝細胞癌（HCC）の稀な一組織亜型であったが、SHCC を
HCC の組織亜型として分類するだけの十分な科学的根拠がないため、現行の WHO 分類第
5 版において低分化型 HCC として分類されている。本研究の目的は、通常型 HCC（OHCC）
と比較して、SHCC の新たな特徴を包括的に抽出することで、SHCC を HCC の組織亜型
とする分類可能性について評価することである。国立がん研究センター東病院の病理デー
タベース（1997～2019 年）に登録されている 1106 例の HCC 切除例から、10％以上の肉
腫様成分を含むHCCと定義された15例のSHCC（1.4％）、病期で調整した15例のOHCC、




は OHCC に比べて、腫瘍細胞に著明な PD-L1 発現を認め、癌胞巣に CD4 陽性および CD8
陽性 T 細胞が多く浸潤していることが明らかになった。また、SHCC の非肉腫様領域にお
ける CD8 陽性 T 細胞の密度は OHCC におけるそれよりも高値であった。以上より包括的







こと、そして OHCC に比較して SHCC では患者さんの生存度を顕著に低下させることを明ら
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